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は
じ
め
に

　

内
侍
所
御
神
楽
は
、
内
侍
所
に
奉
安
さ
れ
て
い
る
神
鏡
に
対
す
る
儀
礼

で
あ
る
。
こ
の
神
鏡
は
天
慶
元
年
（
九
三
八
）
の
時
点
で
す
で
に
「
伊
勢

大
神
分
身
」
と
認
識
さ
れ
、
こ
と
に
ふ
れ
て
祈
祷
が
行
わ
れ
て
お
り
、
そ

れ
を
納
め
る
辛
櫃
は
古
く
か
ら
「
神
明
」
と
呼
ば
れ
る
な
ど
、「
霊
験
」

が
「
奇
異
」
だ
っ
た
と
い
う（
１
）。

内
侍
所
御
神
楽
を
奏
す
る
と
い
う
行
為
に

つ
い
て
、
先
行
研
究
で
は
寛
弘
二
年
（
一
〇
〇
五
）
の
内
裏
火
災（
２
）に

始
ま

り
、
や
が
て
恒
例
化
し
て
い
っ
た
と
さ
れ
る
が
、
内
侍
所
で
の
臨
時
御
神

内
侍
所
臨
時
御
神
楽
の
意
義
に
つ
い
て

伊
東
裕
介

楽
も
ま
た
、
継
続
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
こ
れ
は
、
恒
例
御

神
楽
で
は
対
処
で
き
な
い
事
由
、
換
言
す
る
な
ら
ば
恒
例
御
神
楽
で
は
補

完
で
き
な
い
願
意
が
あ
る
か
ら
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
ま
た
、
伊
勢
大
神
を

祀
る
伊
勢
神
宮
に
つ
い
て
、
三
節
祭
な
ど
祭
祀
構
造
の
面
か
ら
、
天
皇
祭

祀
・
国
家
祭
祀
と
連
動
・
対
応
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
お
り（
３
）、
宮

中
と
伊
勢
の
祭
祀
が
深
い
関
係
に
あ
る
こ
と
に
も
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

そ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
本
稿
で
は
内
侍
所
御
神
楽
が
恒
例
化
さ
れ
る
前
後
の

臨
時
御
神
楽
に
着
目
し
、
そ
の
特
徴
と
意
義
に
つ
い
て
考
え
る
も
の
で
あ

る
。
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一
、
内
侍
所
臨
時
御
神
楽
の
古
例
と
願
意

　

先
行
研
究
が
示
す
通
り
、
内
侍
所
御
神
楽
は
当
初
、
臨
時
で
行
わ
れ
て

お
り
、
内
裏
の
火
災
を
契
機
と
し
て
恒
例
化
さ
れ
た
。
い
わ
ば
恒
例
化
以

前
の
御
神
楽
は
す
べ
て
「
臨
時
御
神
楽
」
で
あ
り
、
そ
の
願
意
は
内
侍
所

御
神
楽
の
古
体
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
も
繋
が
る
だ
ろ
う
。

　

内
侍
所
臨
時
御
神
楽
の
史
料
上
の
初
見
に
つ
い
て
、
松
前
健
氏
は
「
内

侍
所
の
始
ま
り
を
、
一
条
院
の
御
世
と
す
る
こ
と
は
、『
江
家
次
第
』
以

来
諸
書
の
伝
え
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
の
正
確
な
時
期
を
、
寛
弘
二
年

（
一
〇
〇
五
）
十
二
月
で
あ
る
と
し
、
同
年
の
十
一
月
十
五
日
の
内
裏
の

焼
亡
、
及
び
翌
十
二
月
の
宸
筆
の
宣
命
を
伊
勢
大
神
宮
に
奉
り
、
神
鏡
の

被
災
を
告
げ
た
と
い
う
史
実（『
日
本
紀
略
』十
一
）に
結
び
つ
け
る
説
は
、

（
中
略
）
恐
ら
く
最
も
蓋
然
性
が
高
い
説
で
あ
る
」
と
述
べ
、
そ
れ
と
は

別
に
「
寛
弘
の
初
回
の
時
」
と
の
表
現
も
用
い
て
い
る（
４
）。

ま
た
近
年
で
は
、

中
本
真
人
氏
が
松
前
説
を
引
き
つ
つ
「
内
侍
所
御
神
楽
は
一
条
天
皇
の
時

代
に
成
立
し
た
と
さ
れ
て
い
る
」「
一
条
朝
の
寛
弘
二
年
に
開
始
さ
れ
た

内
侍
所
御
神
楽
」
な
ど
と
述
べ
て
い
る（
５
）。

い
ず
れ
の
論
考
も
、
寛
弘
二
年

の
御
神
楽
が
の
ち
の
恒
例
化
に
影
響
を
与
え
た
と
い
う
考
察
の
な
か
で
、

当
該
御
神
楽
が
初
例
で
あ
る
と
の
認
識
を
受
容
し
て
い
る
よ
う
に
見
受
け

ら
れ
る
。

　

一
方
で
斎
木
涼
子
氏
は
、
内
侍
所
御
神
楽
の
「
確
実
な
初
見
」
と
し
て
、

寛
弘
二
年
よ
り
さ
ら
に
古
い
長
保
五
年
（
一
〇
〇
三
）
四
月
二
十
六
日
の

例
を
見
出
し
て
い
る（
６
）。
し
か
し
、
三
月
の
石
清
水
行
幸
・
賀
茂
行
幸
・
伊

勢
臨
時
奉
幣
を
踏
ま
え
て
「『
旧
御
願
』
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
内
侍
所
神

楽
と
、
こ
の
伊
勢
奉
幣
は
何
ら
か
の
関
係
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
」
と
述

べ
て
は
い
る
も
の
の
、
詳
細
な
検
討
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
長
保
の
御
神

楽
が
史
料
上
、
寛
弘
の
内
裏
火
災
以
前
に
見
ら
れ
る
初
見
で
あ
る
こ
と
に

鑑
み
れ
ば
、
こ
の
御
神
楽
に
つ
い
て
斎
行
の
背
景
を
探
る
こ
と
は
、
内
侍

所
御
神
楽
の
根
本
的
性
格
に
も
関
わ
っ
て
く
る
こ
と
と
言
え
、
そ
の
後
の

展
開
を
考
え
る
上
で
も
有
用
と
考
え
る
。
ま
ず
は
こ
の
点
に
つ
い
て
、
先

学
に
導
か
れ
つ
つ
考
察
を
試
み
た
い
。

　

長
保
の
御
神
楽
は
、『
小
記
目
録
』
巻
八
「
内
侍
所
御
神
楽
」
に

長
保
五
年
四
月
廿
六
日
内
侍
所
有
二

御
神
楽
一

事
〈
依
二

旧
御
願
一

也
〉

同
十
一
月
十
四
日
内
侍
所
御
神
楽
事

と
見
ら
れ
る（
７
）。

こ
の
前
後
の
状
況
と
し
て
は
、『
日
本
紀
略
』
同
年
三
月

四
日
条
に
「
行
二

幸
石
清
水
八
幡
宮
一

」、
同
月
七
日
条
に
「
奉
二

幣
伊
勢
大

神
宮
一

、
依
二

旧
御
願
一

」、
さ
ら
に
同
月
二
十
六
日
条
に
は
「
賀
茂
社
行
幸
」
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と
あ
り
、
時
の
一
条
天
皇
に
よ
る
何
ら
か
の
祈
り
が
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え

る
と
と
も
に
、
祈
願
対
象
か
ら
国
家
的
な
祈
り
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
状
況
か
ら
、「
旧
御
願
」に
よ
る
長
保
五
年
の
内
侍
所
御
神
楽
も
、

こ
れ
ら
一
連
の
中
に
組
み
込
ま
れ
た
も
の
と
解
せ
ら
れ
る
。

　

一
連
の
「
旧
御
願
」
に
つ
い
て
は
、
伊
勢
奉
幣
に
関
す
る
『
本
朝
世
紀
』

長
保
五
年
三
月
七
日
条
に
、

則
以
二

長
保
三
年
一

、
御
内
心
所
レ

被
レ

立
レ

申
御
願
也
。
随
レ

願
依
レ

相
二

叶
祈
祷
一

、
為
レ

遂
二

件
御
願
一

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
長
保
三
年
を
契
機
と
し
て
内
心
に
抱
か
れ
た
も
の
で

あ
る
こ
と
が
窺
え
る
。

　

長
保
三
年
と
言
え
ば
、『
権
記
』
長
保
三
年
十
一
月
十
八
日
条
に
「
今

夜
亥
刻
許
内
裏
焼
亡
、
主
上
先
出
二

御
職
曹
司
一

云
々
」
と
あ
る
な
ど
、
天

皇
も
避
難
し
た
内
裏
火
災
が
あ
っ
た
年
で
あ
る
。
同
月
二
十
八
日
に
は
焼

亡
後
の
奉
幣
・
山
陵
使
発
遣
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
、
八
省
に
お
い
て
大

祓
が
行
わ
れ
て
い
る
（『
権
記
』）。
同
年
十
二
月
二
十
七
日
に
は
、
伊
勢
・

石
清
水
・
賀
茂
・
松
尾
・
平
野
・
大
神
の
六
社
に
臨
時
の
奉
幣
が
行
わ
れ

た
ほ
か
、
一
カ
月
後
の
閏
十
二
月
二
十
二
日
に
は
東
三
条
院
が
崩
御
し
て

い
る
（
以
上
『
日
本
紀
略
』）。
内
裏
は
二
年
前
の
六
月
十
四
日
に
も
罹
災

し
て
お
り（
８
）、

同
月
二
十
七
日
に
伊
勢
、
石
清
水
、
賀
茂
、
松
尾
、
平
野
、

大
原
野
、
春
日
、
住
吉
、
祇
園
の
九
社
に
臨
時
奉
幣
が
な
さ
れ（
９
）、

今
回
の

火
災
の
一
年
前
に
完
成
し
た
ば
か
り
だ
っ
た
。

　

長
保
四
年
七
月
十
九
日
に
は
新
造
内
裏
の
立
柱
上
棟
が
あ
り
、
五
年
五

月
の
御
神
楽
後
、
九
月
十
六
日
に
は
内
裏
造
営
の
「
御
祈
」
の
た
め
伊
勢

以
下
七
社
に
幣
帛
使
が
差
遣
さ
れ
、
二
十
日
に
新
造
内
裏
が
完
成
、
十
月

八
日
に
天
皇
が
新
造
内
裏
に
還
御
し
て
お
り
、
十
一
月
五
日
に
は
造
営
叙

位
が
行
わ
れ
て
い
る
（
以
上
『
日
本
紀
略
』）。
長
保
元
年
の
内
裏
火
災
と

翌
年
の
再
建
、
同
三
年
の
火
災
と
翌
年
の
再
建
、
そ
れ
ら
に
伴
う
奉
幣
及

び
、
周
辺
状
況
に
鑑
み
れ
ば
、
長
保
五
年
四
月
時
点
で
の
「
旧
御
願
」、

す
な
わ
ち
長
保
三
年
を
以
て
一
条
天
皇
の
内
心
に
抱
い
て
い
た
「
御
願
」

は
、
内
裏
の
無
事
完
成
へ
の
祈
願
を
含
め
た
、
内
裏
再
建
に
対
す
る
格
別

の
思
召
し
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。そ
の
視
点
に
立
つ
時
、

十
一
月
の
御
神
楽
は
、
新
造
内
裏
が
完
成
し
て
天
皇
が
還
御
し
、
造
営
の

叙
位
が
行
わ
れ
た
の
ち
に
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
四
月
の
御
神

楽
に
対
応
す
る
新
造
内
裏
完
成
へ
の
奉
賽
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
よ
う（

（1
（

。

な
お
、
天
皇
の
「
御
願
」
に
関
し
て
は
、
公
祭
と
の
関
係
を
踏
ま
え
る
必

要
が
あ
ろ
う
。
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二
、
神
鏡
奉
遷
と
御
神
楽

　

さ
て
、
こ
こ
で
先
学
の
指
摘
す
る
寛
弘
二
年
の
火
災
を
契
機
と
す
る
内

侍
所
御
神
楽
実
施
に
関
し
、
流
れ
に
つ
い
て
確
認
し
た
い
。

　

内
侍
所
の
神
鏡
は
、
天
徳
四
年
（
九
六
〇
）
に
内
裏
が
火
災
に
見
舞
わ

れ
る
も
の
の
無
傷
で
見
つ
か
る（

（1
（

。
そ
し
て
寛
弘
二
年
（
一
〇
〇
五
）
の
罹

災
の
際
に
内
々
に
御
神
楽
が
奏
さ
れ
る（

（1
（

。
と
、
新
造
奉
遷
へ
と
遷
す
際
に

光
り
輝
く
と
い
う
奇
譚（

（1
（

が
あ
り
、
い
わ
ば
神
鏡
の
霊
験
が
確
認
さ
れ
た
の

だ
っ
た
。
長
暦
二
年
（
一
〇
三
八
）
に
は
、
後
朱
雀
天
皇
か
ら
内
侍
所
御

神
楽
恒
例
化
の
思
召
し
が
示
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。

　

一
方
、
恒
例
化
の
思
召
し
が
あ
っ
た
の
ち
も
、
奉
遷
に
際
し
て
の
臨
時

御
神
楽
が
、
寛
弘
の
例
を
先
例
と
し
て
続
け
ら
れ
て
い
る
。

　

例
え
ば
『
御
神
楽
部
類
記
』
所
引
『
山
塊
記
』
永
暦
元
年
（
一
〇
七
七
）

四
月
十
九
日
条
に
は

奉
二

渡
新
造
御
辛
櫃
一

、
任
二

長
久
例
一

〈
長
久
元
九
自
二

廿
八
一

三
ヶ
夜

被
レ

行
有
二

宮
人
一

〉
自
二

今
夜
一

三
ヶ
夜
被
レ

行
二

御
神
楽
一

と
あ
り
、
こ
の
年
に
神
鏡
を
新
造
辛
櫃
に
納
め
る
際
に
御
神
楽
斎
行
の
例

が
見
ら
れ
る
。
辛
櫃
を
改
め
た
経
緯
に
つ
い
て
は
、『
百
錬
抄
』
永
暦
元

年
四
月
十
九
日
条
に
、

内
侍
所
神
鏡
奉
二

納
新
造
辛
櫃
一

、
去
年
十
二
月
廿
六
日
、
信
頼
卿
乱

逆
之
間
、
師
仲
卿
破
二

御
辛
櫃
一

奉
レ

取
二

御
体
一

、
於
二

桂
辺
一

経
二

一
宿

一

、
其
後
レ

奉
二

渡
清
盛
朝
臣
六
波
羅
亭
一

、
造
二

仮
辛
櫃
一

奉
レ

納
、
自
二

師
仲
卿
姉
小
路
東
桐
院
家
一

、
所
レ

還
二

御
温
明
殿
一

也
、
左
中
将
忠
親

朝
臣
、
依
二

長
久
例
一

候
レ

之
、
自
二

今
夜
一

三
ヶ
夜
御
神
楽
、

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
平
治
の
乱
で
源
師
仲
が
辛
櫃
を
壊
し
て
神
鏡
を
取
り

出
し
た
こ
と
に
よ
り
、
平
清
盛
が
仮
の
辛
櫃
を
造
っ
て
奉
安
し
て
い
た
こ

と
が
わ
か
る
。
御
神
楽
は
、
さ
ら
に
内
侍
所
の
新
造
辛
櫃
へ
と
奉
遷
さ
れ

る
際
に
行
わ
れ
、
長
久
元
年
の
内
裏
火
災
に
伴
う
同
二
年
の
御
神
楽
が
先

例
と
な
っ
た
。

　

長
久
の
御
神
楽
に
つ
い
て
、
や
や
長
く
な
る
が
改
め
て
触
れ
る
と
、『
春

記
』
長
久
元
年
（
一
〇
四
〇
）
九
月
九
日
条
に
、

皇
居
上
東
門
院
焼
亡
、（
中
略
）
内
侍
所
神
鏡
在
二

灰
燼
中
焼
損
一

、

遣
二

藏
人
頭
左
中
将
資
房
一

、
左
少
将
経
季
等
令
レ

求
レ

之
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と
見
え
、
内
裏
火
災
の
際
に
神
鏡
も
焼
損
し
た
こ
と
が
窺
え
る
。
同
史
料

同
年
九
月
三
十
日
条
に
は

入
レ

夜
渡
二

御
内
侍
所
一

、
御
在
所
御
装
束
如
二

昨
日
一

。
予
供
奉
、
定

房
持
二

候
御
剣
一

。
昨
日
不
レ

候
也
、
公
基
・
信
房
候
二
渡
御
一
之
後
、

以
二

女
官
一

令
レ

上
二

格
子
一

、
御
拝
了
還
御
了
、
主
上
還
御
之
後
、
有
二

御
神
楽
事
一

、
棟
仲
・
盛
任
・
致
永
有
レ

障
不
二

参
入
一

、
終
夜
有
二

此

事
一

、
能
々
可
レ

尽
二

其
歌
曲
一

、一
依
レ

仰
、
二々

政
方
一

也
。
予
祗
二

候

砌
下
一

行
事
、
不
レ

解
二

束
帯
一

、
主
上
御
二

々
簾
中
一

、
猶
不
レ

解
二

御
装

束
一

也
。
丑
終
事
了
、
但
駒
了
後
有
二

雑
風
俗
歌
等
一

、
今
夜
内
膳
供
二

神
鏡
御
膳
一

如
二

昨
日
一

、
穀
倉
院
給
二

召
人
等
衝
重
一

如
二

昨
日
一

、

と
あ
り
、
こ
の
際
に
内
侍
所
御
神
楽
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

時
の
後
朱
雀
天
皇
の
御
拝
が
あ
り
、
御
神
楽
の
間
、
天
皇
は
装
束
を
解
か

な
か
っ
た
と
い
う
。

　

こ
の
時
は
寛
弘
の
火
災
時
が
先
例
と
さ
れ
、
さ
ら
に
三
カ
夜
に
か
け
て

行
わ
れ
た（

（1
（

。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
中
本
氏
が
「
内
侍
所
御
神
楽
が
恒

例
行
事
と
定
め
ら
れ
た
あ
と
に
発
生
し
て
お
り
、
御
神
楽
自
体
が
特
別
な

意
味
を
持
つ
儀
礼
で
は
な
く
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
一
夜

限
り
の
御
神
楽
で
は
、
平
時
の
御
神
楽
と
差
が
つ
か
ず
、（
中
略
）
寛
弘

の
故
例
を
踏
ま
え
つ
つ
も
、
そ
れ
を
上
回
る
規
模
の
三
ヶ
夜
の
御
神
楽
と

さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
指
摘
し
て
お
り（

（1
（

、
恒
例
化
に
伴
う
区

別
が
図
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
恒
例
御
神
楽
よ
り
丁
重
に
実
施
し
た
と

見
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

新
造
辛
櫃
へ
の
奉
遷
に
際
す
る
御
神
楽
は
、
当
初
は
内
裏
火
災
に
伴
う

も
の
だ
っ
た
が
、
平
治
の
乱
の
際
に
も
適
用
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
こ
の
御

神
楽
の
本
質
が
、
原
因
を
問
わ
ず
神
鏡
を
遷
す
こ
と
自
体
に
あ
る
こ
と
を

意
味
す
る
。
神
鏡
は
本
来
、
し
か
る
べ
き
辛
櫃
に
納
め
ら
れ
て
い
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
そ
の
状
態
が
失
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
神
威
を
損
ね
る

非
常
事
態
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
長
久
の
御
神
楽
は
、
寛
弘
の
御

神
楽
を
先
例
と
し
て
行
わ
れ
て
お
り
、
火
災
に
伴
う
御
神
楽
が
、
や
が
て

内
侍
所
御
神
楽
の
恒
例
化
へ
と
繋
が
っ
て
い
く
。
そ
こ
に
は
、
寛
弘
二
年

の
火
災
に
際
し
て
新
し
い
辛
櫃
に
納
め
る
際
に
光
り
輝
き
「
神
験
」
を
示

し
た
と
い
う
奇
譚
が
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

内
侍
所
の
神
鏡
に
つ
い
て
、『
本
朝
世
紀
』
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

天
慶
元
年
の
奉
遷
に
際
す
る
奇
譚
が
記
さ
れ
、
す
で
に
伊
勢
大
神
と
の
関

連
性
や
祭
祀
の
対
象
と
な
る
も
の
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
奉
遷
に
伴
う
御
神

楽
は
神
鏡
の
「
神
験
」
に
由
来
す
る
最
も
繋
が
り
深
い
種
類
の
御
神
楽
と

も
言
え
る
。
こ
の
よ
う
に
見
て
い
く
と
、
寛
弘
の
例
は
長
久
の
先
例
と
な

り
、
長
久
の
例
は
永
暦
の
先
例
と
な
っ
て
、
神
鏡
奉
遷
を
目
的
と
す
る
臨
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時
御
神
楽
の
流
れ
が
で
き
て
い
る
こ
と
が
看
守
で
き
る
。
そ
れ
は
、
神
鏡

は
然
る
べ
き
辛
櫃
に
納
め
ら
れ
た
状
態
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
、

在
る
べ
き
状
態
を
損
な
っ
て
い
る
非
常
時
へ
の
対
処
と
言
え
る
。
し
か
も

こ
う
し
た
事
故
が
頻
発
し
た
時
代
と
言
え
、
都
度
、
前
例
に
倣
う
形
で
神

鏡
奉
遷
が
行
わ
れ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
臨
時
御
神
楽
が
事
実
上
「
恒
例
化
」

さ
れ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
が
ひ
い
て
は
、
神
鏡
慰
撫
と
し
て

の
恒
例
御
神
楽
へ
の
端
緒
が
開
か
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

三
、
そ
の
他
の
内
侍
所
臨
時
御
神
楽

　

一
方
で
、
内
侍
所
臨
時
御
神
楽
は
、
長
暦
二
年
（
一
〇
三
八
）
の
恒
例

化
の
思
召
し
、
あ
る
い
は
神
鏡
奉
遷
の
目
的
以
外
に
も
行
わ
れ
て
い
る
こ

と
が
、
諸
史
料
よ
り
確
認
で
き
る
。
次
に
こ
れ
ら
の
例
に
つ
い
て
取
り
挙

げ
て
い
き
た
い
。

　

恒
例
化
以
前
で
言
え
ば
、
例
え
ば
『
小
右
記
』
長
和
四
年
（
一
〇
一
五
）

閏
六
月
二
十
三
日
条
が
挙
げ
ら
れ
る
。

今
夜
、
於
二

内
侍
所
恐
所
御
前
一

有
二

神
楽
一

云
々

明
日
伊
勢
使
参
議
公
信
、
被
レ

奉
二

左
右
馬
寮
御
馬
各
一
疋
一

、
御

幣
如
レ

例
、
今
日
宣
命
趣
可
レ

被
レ

仰
二

権
大
納
言
頼
通
一

、
若
玉
体

復
レ

例
者
、可
レ

奉
二

神
宝
一

之
由
等
也
、又
廿
八
日
神
社
使
中
納
言
、

事
趣
如
二

伊
勢
宣
命
一

、但
毎
レ

社
被
レ

奉
二

寮
馬
一
疋
一

、左
府
申
云
、

頭
召
二

使
々
納
言
一

、
各
々
召
仰
可
レ

宜
者
、
上
卿
不
レ

可
二

伝
仰
一

、

石
清
水
使
中
納
言
経
房
、賀
茂
中
納
言
行
成
、平
野
中
納
言
俊
賢
、

大
原
野
中
納
言
教
通
、
今
朝
頭
中
将
資
平
所
レ

談
也

　

御
神
楽
の
記
事
自
体
は
簡
単
な
も
の
で
、後
段
に
は
伊
勢
奉
幣
と
神
宝
・

神
馬
奉
納
、四
社
奉
幣
に
関
す
る
記
事
が
続
い
て
い
る
。注
目
す
べ
き
は
、

奉
幣
を
議
す
る
な
か
に「
若
玉
体
復
レ

例
者
」と
見
え
る
こ
と
で
あ
る
。「
伊

勢
公
卿
勅
使
雑
例
」
に
も
「
宣
命
趣
〈
御
薬
〉」
と
あ
り
、
玉
体
が
正
常

の
状
態
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
時
の
三
条
天
皇
は
前
年
か
ら
眼

病
を
患
っ
て
お
り
、
結
果
と
し
て
翌
年
に
譲
位
、
さ
ら
に
翌
年
の
寛
仁
元

年
（
一
〇
一
七
）
に
は
崩
御
す
る（

（1
（

。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
臨
時
御
神
楽
が

行
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
玉
体
平
癒
と
の
関
係
を
窺
わ
せ
る
。

　

ま
た
、『
左
経
記
』寛
仁
四
年（
一
〇
二
〇
）十
二
月
二
十
八
日
条
に
は
、

「
今
夜
有
二

内
侍
所
御
神
楽
一

云
々
」
と
あ
る
。
十
二
月
に
行
わ
れ
て
い
る

が
、
恒
例
化
以
前
の
御
神
楽
で
あ
り
、
斎
行
理
由
は
直
接
的
に
記
さ
れ
て

い
な
い
も
の
の
、
こ
の
前
後
に
並
行
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
祈
り
が
行
わ
れ
て

い
た
こ
と
が
諸
史
料
か
ら
窺
え
る
。
同
年
十
二
月
三
日
に
は
「
疫
癘
」
の

た
め
「
四
角
四
堺
祭
」
が
（『
小
右
記
』）、
同
月
十
九
日
に
は
「
疫
病
」
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に
よ
り
大
極
殿
で
仁
王
会
が
（『
左
経
記
』）、
さ
ら
に
翌
閏
十
二
月

二
十
五
日
に
は
大
極
殿
で
の
仁
王
経
後
、
三
日
間
の
読
経
が
あ
り
、
昨
今

の
「
京
畿
外
国
死
者
」
が
多
か
っ
た
（『
小
右
記
』）
と
い
う
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
当
時
、
疫
病
が
流
行
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
、

『
日
本
紀
略
』
や
『
百
錬
抄
』
に
は
春
に
疱
瘡
が
流
行
し
て
い
る
こ
と
が

記
さ
れ
て
お
り（

（1
（

、
寛
仁
四
年
だ
け
で
も
、
十
二
月
以
前
に
も
表
の
よ
う
に

対
処
記
事
が
散
見
さ
れ
る
。

　

こ
の
掲
載
量
を
見
て
も
、
一
年
を
通
じ
て
疫
病
に
ど
れ
ほ
ど
悩
ま
さ
れ

て
い
た
か
が
窺
え
る
。『
小
右
記
』
寛
仁
四
年
九
月
十
三
日
条
で
は
天
皇

の
発
病
が
見
え（

（1
（

、
藤
原
道
長
な
ど
要
人
の
発
病
記
事（

（2
（

も
見
ら
れ
る
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
一
端
を
垣
間
見
る
例
が『
栄
花
物
語
』「
十
七　

本
の

し
づ
く
」
に
見
ら
れ
る
。
本
文
は
や
や
長
い
の
で
、
概
要
を
以
下
に
示
す
。

　

京
で
「
も
が
さ
」、
つ
ま
り
疫
病
が
流
行
し
て
い
る
お
り
、
筑
紫
で
も

旧
年
、
疫
病
が
流
行
し
て
騒
ぎ
に
な
っ
て
い
た
の
だ
っ
た
。
人
々
は
、
京

で
の
疫
病
を
「
前
の
大
弍
」
で
あ
る
藤
原
高
家
が
、
道
長
に
献
上
し
た
辛

の
綾
錦
か
ら
広
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
噂
し
た
と
い
う
。

　

隆
家
は
呪
詛
の
疑
い
を
か
け
ら
れ
て
出
雲
に
左
遷
さ
れ
た
経
緯
を
持
っ

て
い
る（

（2
（

。
打
ち
続
く
疫
病
の
原
因
と
し
て
、
政
争
と
関
連
付
け
た
声
も
上

が
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
人
々
の
不
安
が
甚
だ
し
か
っ
た
こ
と
が
看
取

で
き
る
。

（表）寛仁４年中の疫病関連記事

４月13日 御悩により宮中で鬼気御祭 『小記目録』
４月21日 明日より五日間御所で読経 『左経記』
４月22日 仁王会前の大祓 『日本紀略』
４月23日 臨時仁王会 『日本紀略』
５月20日 病者があるため相撲節停止 『左経記』
６月17日 陰陽寮に四角四堺祭日時を勘ぜしむ 『左経記』
６月22日 「消除疫癘」のため大極殿で大般若経（僧60口）『左経記』
７月22日 「消除疫病」のため無量寿院で仁王会 『左経記』
９月13日 天皇発病、明日より読経（僧20） 『小右記』
９月28日 今日から３日間読経（含21寺） 『左経記』
10月７日 御悩により七瀬祓 『左経記』
10月８日 今日より孔雀経不断読経 『小右記』
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さ
ら
に
、
別
の
内
侍
所
御
神
楽
の
例
と
し
て
『
左
経
記
』
万
寿
五
年

（
一
〇
二
八
）
四
月
二
十
八
日
条
「
今
夜
有
二
内
侍
所
御
神
楽
一
云
々
」

が
見
ら
れ
る
。
こ
ち
ら
も
斎
行
理
由
に
関
す
る
記
述
は
見
ら
れ
な
い
も
の

の
、
周
辺
状
況
を
見
て
い
く
と
、
同
年
五
月
三
日
に
「
疾
疫
旱
魃
之
災
」

を
消
す
た
め
に
大
極
殿
で
僧
六
十
口
に
よ
る
大
般
若
経
を
転
読
し
た
記
事

が
見
え（

（2
（

、
国
家
的
な
祈
り
と
し
て
疫
病
・
旱
魃
の
消
除
が
祈
ら
れ
て
い
る

こ
と
が
窺
え
る
。
旱
魃
に
つ
い
て
は
、
万
寿
五
年
四
月
十
二
日
に
神
泉
苑

の
池
辺
で
請
雨
経
を
修
し
て
お
り（

（2
（

、
時
期
を
同
じ
く
す
る
。
さ
ら
に
こ
の

年
の
七
月
二
十
五
日
に
は
「
疫
癘
炎
旱
」
に
よ
り
「
長
元
」
へ
の
改
元
及

び
そ
れ
に
伴
う
大
赦
も
な
さ
れ
て
お
り（

（2
（

、
旱
魃
と
疫
病
が
深
刻
な
も
の

だ
っ
た
こ
と
が
窺
え
よ
う
。

　

以
上
み
て
き
た
臨
時
御
神
楽
は
、
玉
体
の
不
安
や
旱
魃
・
疫
病
な
ど
、

時
代
背
景
と
し
て
何
ら
か
の
国
家
的
な
危
機
が
あ
っ
た
こ
と
が
看
取
で
き

る
。
こ
う
し
た
御
神
楽
が
臨
時
の
も
の
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
先
に
見
た

長
保
三
年
の
御
神
楽
が
「
旧
御
願
」
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に

は
寛
弘
の
火
災
で
の
御
神
楽
が
一
条
天
皇
の
行
わ
せ
た
も
の
で
あ
り
、
長

久
の
御
神
楽
も
ま
た
後
朱
雀
天
皇
の
命
に
よ
っ
て
神
鏡
の
神
験
が
確
か
め

ら
れ
た
事
例
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、内
侍
所
御
神
楽
は
天
皇
の「
御

願
」
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
る
も
の
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
他
の

臨
時
御
神
楽
の
周
辺
に
合
っ
た
状
況
、
す
な
わ
ち
玉
体
不
予
や
疫
病
に
つ

い
て
、
御
神
楽
の
「
御
願
」
は
そ
れ
ら
の
解
消
で
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い

だ
ろ
う

　

神
鏡
奉
遷
の
臨
時
御
神
楽
に
つ
い
て
も
、
在
る
べ
き
姿
が
損
な
わ
れ
て

い
る
と
い
う
緊
急
事
態
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
「
恒
例
化
」
が
進

ん
だ
事
情
が
見
ら
れ
た
が
、
そ
も
そ
も
の
始
ま
り
が
天
皇
に
よ
る
神
験
の

確
認
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
要
素
は
薄
れ
て
い
る
も
の
の
「
御
願
」
に
よ
る

御
神
楽
の
範
疇
を
脱
す
る
も
の
で
は
な
い
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

四
、
寿
永
二
年
の
御
神
楽

　

こ
う
し
た
流
れ
が
前
提
と
し
て
あ
る
中
で
、も
う
少
し
時
代
が
下
る
と
、

特
筆
す
べ
き
御
神
楽
の
斎
行
事
由
が
出
て
く
る
。
す
な
わ
ち
、
寿
永
二
年

（
一
一
八
三
）
と
元
暦
二
年
の
例
で
あ
る
。

　

寿
永
二
年
に
つ
い
て
は
、『
玉
葉
』
同
年
五
月
二
十
九
日
条
に
、

自
二

今
夕
一

三
ヶ
夜
於
二

内
侍
所
一

被
レ

行
二

神
楽
一

、
被
レ

祈
下

請
征
討
事
、

並
治
承
四
年
奉
レ

渡
二

摂
州
一

事
上

云
々

と
あ
り
、「
征
討
」
と
「
治
承
四
年
奉
レ

渡
二

摂
州
一

事
」
に
つ
い
て
「
祈
請
」

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
こ
の
御
神
楽
に
つ
い
て
、『
御
神
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楽
部
類
記
』
に
は
「
内
侍
所
御
神
楽
〈
依
二

兵
革
御
祈
祷
一

自
二

今
夜
一

斎
二

行
三
ヶ
夜
一

〉」
と
の
み
記
し
、
斎
行
理
由
と
し
て
「
兵
革
」
す
な
わ
ち
、

『
玉
葉
』
で
表
現
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
「
征
討
」
の
み
を
挙
げ
て
い
る
。

　
「
治
承
四
年
奉
渡
摂
州
事
」
は
、
平
清
盛
の
主
導
に
よ
る
福
原
行
幸
と

考
え
ら
れ
る
。
治
承
四
年
（
一
一
八
〇
）
六
月
二
日
、
清
盛
は
福
原
「
遷

都
」
の
構
想
の
下
、
安
徳
天
皇
と
高
倉
上
皇
、
後
白
河
法
皇
の
福
原
行
幸

を
行
う
。『
玉
葉
』
の
当
該
日
条
に
は
、

敢
無
下

知
二

由
緒
一

之
人
上

、
疑
可
レ

被
レ

攻
二

南
都
一

〈
大
衆
猶
蜂
起
、
敢

無
二

和
平
一

云
々
〉
之
間
、
可
レ

有
二

不
慮
之
恐
一

歟
、
又
余
而
猶
不
レ

休
、

為
レ

防
二

彼
怖
畏
一

歟
、
云
レ

彼
云
レ

是
、
不
レ

可
レ

及
二

洛
中
之
恐
一

事
歟
、

或
説
、
可
レ

有
二

遷
都
一

云
々
、
縦
雖
レ

可
レ

然
、
忽
臨
幸
如
何
、
事
体

可
レ

謂
二

物
恠
一

、
必
有
二

其
徴
一

歟
、

（
中
略
）

只
天
魔
謀
レ

滅
二

朝
家
一

、
可
レ

悲
々
々
、
遷
幸
之
儀
〈
以
二

見
物
之
伝

説
一

注
レ

之
、〉
自
二

八
条
通
一

至
二

草
津
一

、
武
士
数
千
騎
、
二
行
並
レ

轡

来
二

幸
路
一

、
先
入
道
相
国
、
駕
二

屋
形
輿
一

、

次
女
車
一
両　
　
　

次
女
房
輿
二
〈
二
品
、
及
摂
政
之
室
家
云
々
〉

次
行
幸
〈
鳳
輦
〉、
供
奉
之
人
々
、
公
卿
四
人

（
中
略
）

次
、
摂
政
〈
乗
レ

車
、
前
駆
二
人
、
殿
上
人
二
人
、
騎
馬
在
二

車
後
一

〉

次
、
内
侍
所

　

蔵
人
左
少
弁
行
隆
、
左
少
将
有
房
朝
臣
等
候
レ

之
、
各
騎
馬
云
々

と
あ
っ
て
、藤
原
兼
実
の
憂
慮
と
共
に
、今
回
の
行
幸
が
い
か
に
異
例
だ
っ

た
か
が
記
さ
れ
、
さ
ら
に
行
幸
列
に
「
内
侍
所
」
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

神
鏡
も
一
緒
に
遷
っ
て
い
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。『
百
練
抄
』
寿
永

二
年
七
月
二
十
二
日
条
に
も
、
の
ち
に
触
れ
る
平
家
西
下
に
伴
ふ
神
鏡
奉

遷
の
前
例
と
し
て
、「
賢
所
渡
二

御
城
外
一

無
二

先
例
一

、
可
レ

憚
哉
、（
中
略
）

福
原
行
幸
之
外
無
二

賢
所
城
外
之
例
一

」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ま
で
神

鏡
が
京
外
に
奉
遷
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
「
遷
都
」
自
体
、
実
現
困
難
な
状
況
が
重
な
っ
て
い
た

こ
と
や
反
対
意
見
の
多
か
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
十
一
月
十
一
日
に
天
皇

が
新
造
内
裏
に
行
幸
し
て
新
嘗
祭
の
際
の
五
節
舞
の
み
が
行
わ
れ
、

二
十
三
日
に
は
天
皇
・
上
皇
・
法
皇
は
京
へ
と
還
幸
と
な
っ
た
（
以
上
『
玉

葉
』）。
先
の
『
御
神
楽
部
類
記
』
に
は
治
承
三
年
に
御
神
楽
を
行
い
、
養

和
元
年
（
一
一
八
一
）
に
は
高
倉
上
皇
崩
御
に
よ
る
諒
闇
の
た
め
に
実
施

し
な
か
っ
た
こ
と
は
書
か
れ
て
い
る
も
の
の
、
間
に
挟
ま
れ
る
形
の
治
承

四
年
に
関
し
て
は
記
述
そ
の
も
の
が
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
京
外
へ
の
行
幸

に
伴
う
奉
遷
が
初
例
で
あ
り
、辛
櫃
が
新
造
さ
れ
た
例
で
も
な
く
、福
原
・
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京
都
間
で
の
奉
遷
に
際
し
て
御
神
楽
が
行
わ
れ
た
か
は
定
か
で
は
な
い
。

さ
ら
に
先
の
寿
永
の
御
神
楽
ま
で
三
年
が
経
過
し
て
い
る
こ
と
に
も
注
意

が
必
要
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
近
例
の
な
か
で
治
承
四
年
の
奉
遷
だ
け
が

行
わ
れ
た
か
ど
う
か
定
か
で
は
な
い
点
を
指
摘
す
る
に
留
め
た
い
。

　

一
方
で
、
寿
永
二
年
四
月
二
十
六
日
に
は
、「
関
東
北
陸
兵
革
事
」
の

た
め
、伊
勢
に
公
卿
勅
使
が
差
遣
さ
れ
て
お
り（

（2
（

、寿
永
の
御
神
楽
も
ま
た
、

「
征
討
」
を
主
眼
と
し
て
行
わ
れ
た
こ
と
は
少
な
く
と
も
確
か
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
当
時
の
時
代
背
景
に
つ
い
て
見
て
い
く
と
、
以
下
の
よ
う
な
事

情
が
窺
え
る
。

　

寿
永
二
年
四
月
九
日
、「
北
陸
征
討
事
」
に
つ
い
て
伊
勢
以
下
十
六
社

に
祈
り
が
さ
さ
げ
ら
れ
、
五
月
三
日
に
は
加
賀
国
で
官
軍
と
源
氏
の
軍
が

合
戦
し
、
十
一
日
に
は
官
軍
が
敗
績
し
て
多
数
の
死
者
が
出
て
い
る
（
以

上
『
玉
葉
』）。
こ
う
し
た
事
態
に
五
月
二
十
一
日
に
は
院
御
所
で
五
壇
法

が
修
さ
れ
た
ほ
か
、
六
月
三
日
に
は
十
社
に
奉
幣
使
が
発
遣
さ
れ
、
十
一

日
に
は
延
暦
寺
で
千
僧
に
読
経
を
行
わ
せ
て
い
る
（
以
上
『
吉
記
』）。

　

こ
れ
ら
に
鑑
み
て
、
当
該
御
神
楽
に
お
け
る
「
征
討
」
の
対
象
は
、
東

国
に
お
け
る
源
頼
朝
ら
の
挙
兵
と
い
え
る
。
神
・
仏
両
面
か
ら
事
態
の
収

束
が
図
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
内
侍
所
の
臨
時
御
神
楽
も
、
そ
の
一
環

だ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。こ
れ
ま
で
見
て
き
た
先
例
を
踏
ま
え
れ
ば
、

今
回
の
御
神
楽
も
天
皇
「
御
願
」
に
よ
る
斎
行
と
考
え
ら
れ
る
が
、
天
皇

の
当
時
の
年
齢
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。時
の
安
徳
天
皇
が
五
歳
で
あ
り
、

こ
の
御
神
楽
が
天
皇
の
意
向
に
よ
り
開
催
さ
れ
た
と
は
考
え
難
い
。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
当
時
の
状
況
を
抑
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
す
な

わ
ち
、
治
承
五
年
一
月
十
四
日
に
高
倉
上
皇
が
崩
御
し
（『
玉
葉
』）、

十
七
日
に
は「
天
下
万
機
法
皇
如
元
可
聞
食
之
由
、被
仰
下
之
」（『
玉
葉
』）

と
あ
る
よ
う
に
、
後
白
河
天
皇
の
院
政
が
再
開
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。

当
時
の
平
氏
は
、
改
元
後
の
養
和
元
年
閏
二
月
四
日
に
平
清
盛
が
死
去
し

て
お
り
、
六
日
に
は
跡
を
継
い
だ
平
宗
盛
が
院
に
恭
順
を
示
し
、
四
月
十

日
に
は
後
白
河
院
が
安
徳
天
皇
を
八
条
頼
盛
邸
か
ら
閑
院
に
遷
し
て
い
る

（『
吉
記
』）。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
も
、
後
白
河
院
が
天
皇
へ
の
影
響
力

を
有
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
迫
る
源
氏
に
対
す
る
内
侍
所
御
神
楽
も
、

後
白
河
院
の
「
御
願
」
に
よ
る
斎
行
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
ま
た
管
見
の
限

り
、
内
侍
所
御
神
楽
の
願
意
と
し
て
「
征
討
」
を
祈
願
し
た
例
は
寿
永
の

御
神
楽
が
初
め
て
で
あ
る
が
、
都
に
攻
め
入
ろ
う
と
す
る
者
を
阻
む
と
い

う
意
味
で
は
、
院
の
視
点
か
ら
見
て
の
玉
体
と
世
上
の
安
穏
祈
願
と
も
考

え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か（

（2
（

。

　

但
し
、
院
の
御
願
に
よ
る
内
侍
所
御
神
楽
の
実
施
は
、
い
わ
ゆ
る
天
皇

祭
祀
権
を
侵
す
行
為
で
も
あ
る
と
い
え
る
。
院
に
よ
る
「
内
侍
所
祭
祀
」

の
斎
行
例
と
し
て
は
『
後
二
条
師
通
記
』
康
和
元
年
六
月
九
日
条
が
挙
げ

ら
れ
る
。
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今
夜
主
上
渡
二

御
内
侍
所
一

云
々
、
依
二

院
御
時
例
一

所
レ

被
レ

行
也
、
依

二

世
間
不
レ

静
之
故
一

也
、
依
二

院
召
一

頭
弁
□
□
所
レ

令
レ

申
御
也
、
陰

陽
師
被
レ

問
二

日
次
一

、
今
日
被
レ

行

　

こ
れ
は
、
院
旨
に
よ
り
天
皇
が
内
侍
所
御
拝
を
行
っ
た
記
事
で
あ
る
。

時
の
堀
河
天
皇
は
十
歳
、
白
河
院
政
下
で
の
こ
と
で
あ
り
、
院
と
天
皇
と

の
関
係
の
な
か
で
実
現
し
た
と
考
え
ら
れ
、
院
政
下
で
の
年
齢
の
低
い
天

皇
と
い
う
面
で
寿
永
二
年
の
状
況
と
共
通
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
場

合
は
御
拝
の
主
体
は
白
河
院
で
は
な
く
堀
河
天
皇
で
あ
り
、
院
の
助
言
に

よ
る
天
皇
祭
祀
権
の
行
使
と
い
う
見
方
も
で
き
る
。
史
料
上
、
今
回
の
御

神
楽
に
安
徳
天
皇
の
出
御
・
御
拝
の
有
無
は
定
か
で
は
な
い
が
、
大
嘗
祭

に
摂
政
の
介
添
え
が
つ
く
例（

（2
（

も
あ
る
な
ど
、
周
辺
時
期
の
特
殊
な
状
況
を

踏
ま
え
れ
ば
、
形
式
的
に
で
は
あ
る
も
の
の
天
皇
祭
祀
権
の
侵
犯
は
避
け

ら
れ
て
い
た
と
み
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

五
、
元
暦
二
年
の
御
神
楽

　

元
暦
二
年
（
一
一
八
五
）
に
も
、
臨
時
御
神
楽
の
例
が
あ
る
。
す
な
わ

ち
『
百
錬
抄
』
元
暦
二
年
二
月
二
十
日
条
に
「
有
二
内
侍
所
臨
時
御
神
楽

一
。
依
二
追
討
御
祈
一
也
」
と
あ
り
、「
追
討
」
の
祈
願
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
る
。
追
討
の
対
象
に
つ
い
て
は
、『
吾
妻
鏡
』
同
年
二
月
十
三
日
条

に

為
二

平
家
追
討
御
祈
請
一

於
二

鶴
岡
宝
前
一

聚
二

鎌
倉
中
僧
徒
一

、
被
レ

転
二

読
大
般
若
経
一

京
都
又
被
レ

行
二

廿
壇
之
秘
法
一

〈
云
云
〉

と
あ
る
こ
と
か
ら
平
家
で
あ
る
と
解
せ
ら
れ
る
。
寿
永
の
御
神
楽
を
先
例

と
し
た
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

な
お
寿
永
の
御
神
楽
以
後
も
、
源
氏
の
勢
い
は
止
ま
ら
な
か
っ
た
。
寿

永
二
年
六
月
四
日
に
は
北
陸
の
官
軍
が
こ
と
ご
と
く
敗
績
し
た
こ
と
が
都

に
伝
え
ら
れ
、
七
月
二
十
五
日
に
は
後
白
河
院
が
「
逐
電
」、
平
家
が
都

落
ち
し
、
二
十
八
日
に
は
木
曽
義
仲
ら
が
入
京
し
て
い
る
（
以
上
『
吾
妻

鏡
』）。
征
討
の
対
象
が
、
寿
永
二
年
の
御
神
楽
後
、
約
二
カ
月
で
変
わ
っ

た
形
で
あ
る
。
こ
の
時
期
に
安
徳
天
皇
に
代
わ
っ
て
擁
立
さ
れ
た
尊
成
親

王
（
後
鳥
羽
天
皇
）
が
わ
ず
か
五
歳
で
あ
る
こ
と
、
引
き
続
き
後
白
河
院

の
院
政
下
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
元
暦
の
内
侍
所
御
神
楽
も
、
院
の

「
御
願
」
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

注
目
す
べ
き
は
、
こ
の
御
神
楽
が
行
わ
れ
た
当
時
の
神
鏡
の
所
在
で
あ

る
。

○
『
百
練
抄
』
寿
永
二
年
七
月
二
十
二
日
条
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源
氏
軍
兵
己
着
二

坂
本
一

。
相
二

率
大
衆
一

登
山
云
々
。
上
皇
。
召
二

諸

卿
一

有
二

議
定
一

。（
中
略
）賢
所
渡
二

御
城
外
一

無
二

先
例
一

可
レ

憚
哉
。（
中

略
）
福
原
行
幸
之
外
。
無
二

賢
所
城
外
之
例
一

。
或
云
。
賢
所
於
二

今

度
一

者
可
レ

奉
レ

具
。
雖
レ

無
レ

例
各
別
有
二

其
恐
一

。
或
云
。
猶
可
レ

被
レ

渡
二

温
明
殿
一

。

○
同
史
料
同
月
二
十
四
日
条

天
皇
俄
行
二

幸
法
住
寺
殿
一

。〈
上
皇
御
所
。〉
内
侍
所
同
渡
御
。

○
同
史
料
同
月
二
十
五
日
条

平
家
党
類
前
内
大
臣
以
下
。
率
二

一
族
一

出
二

奔
西
国
一

。
天
皇
建
礼
門

院
同
奉
二

相
具
一

。
内
侍
所
神
鏡
神
璽
宝
剣
時
簡
殿
上
御
倚
子
玄
上
鈴

鹿
皆
以
二

相
具
一

。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
平
氏
が
西
下
の
際
、「
内
侍
所
神
鏡
神
璽
宝
剣
」
な

ど
も
持
ち
出
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
神
鏡
の
帰
還
は
文
治
元
年（

（2
（

で
あ

り
、
元
暦
二
年
当
時
、
内
侍
所
に
神
鏡
が
な
い
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
『
後
鳥
羽
天
皇
即
位
記
』
元
暦
元
年
七
月
二
十
八
日

条
の
即
位
儀
の
次
第
に
、

主
上
出
御
、
内
侍
二
人
〈
無
二

御
剣
等
一

、
頭
中
将
幷
右
中
将
雅
賢
朝

臣
扶
二

持
之
一

〉、（
中
略
）
内
侍
如
レ

例
レ

候
二

左
右
一

、

と
あ
り
、
本
来
内
侍
の
捧
持
す
べ
き
「
御
剣
等
」
が
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
後
鳥
羽
天
皇
の
即
位
に
際
し
て
は
、
神
鏡
を
含
め
「
三
種
宝
物
」
が

な
い
こ
と
が
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
後
白
河
院
も
、
安
徳
天
皇
が
都
落
ち

し
た
と
は
い
え
在
位
中
で
の
新
帝
擁
立
に
難
色
を
示
し
て
い
る（

（2
（

。

　

内
侍
所
で
御
神
楽
を
行
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
石
清
水
八
幡
宮
文
書

『
御
神
楽
雑
記　

乾
』
所
引
の
『
定
能
卿
記
』
に
、

元
暦
二
年
二
月
廿
四
日
、
於
二

八
幡
一

被
レ

行
二

御
神
楽
一

、〈
去
廿
日
先

於
二

内
侍
所
一

被
レ

行
、〉
是
内
侍
所
無
為
レ

有
二

御
入
洛
一

御
祈
也

と
あ
る
こ
と
か
ら
も
窺
え
る
。
都
の
公
家
た
ち
に
と
っ
て
、「
三
種
宝
物
」

は
都
に
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
認
識
で
あ
り
、
そ
の
帰
還
が
祈
ら
れ

る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。さ
ら
に『
吾
妻
鏡
』に
は
、「
二
月
廿
七
日
辛
巳
、

入
レ

夜
為
二

追
討
御
祈
一

、
於
二

賀
茂
社
一

被
レ

行
二

御
神
楽
一

有
二

宮
人
曲
一

〈
云
々
、〉」
と
あ
っ
て
、
二
十
七
日
に
賀
茂
社
で
も
追
討
の
た
め
の
御
神

楽
が
あ
り
、「
宮
人
」
が
奏
さ
れ
た
こ
と
が
見
え
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

お
そ
ら
く
元
暦
の
内
侍
所
臨
時
御
神
楽
は
、
石
清
水
八
幡
宮
と
賀
茂
社
で
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の
臨
時
御
神
楽
と
い
う
国
家
的
な
祈
願
と
連
動
す
る
形
で
行
わ
れ
た
と
考

え
ら
れ
よ
う
。

　

そ
の
点
を
踏
ま
え
つ
つ
、『
山
槐
記
』元
暦
元
年
七
月
五
日
条
を
見
る
と
、

興
味
深
い
記
述
が
あ
る
。

今
夜
自
二

閑
院
一

遷
二

幸
大
内
一

、（
中
略
）
内
侍
所
渡
御
〈
内
侍
所
自
二

西
海
一

未
還
御
、
只
御
辛
櫃
許
也
、
用
二

如
在
例
一

、〉（
中
略
）
無
二

剣

璽
一

行
幸
我
朝
始
也
、
可
レ

悲
々
々
、

　

本
史
料
は
、
天
皇
の
内
侍
所
渡
御
に
関
す
る
記
述
だ
が
、
神
鏡
が
西
下

し
て
お
り
辛
櫃
の
み
の
状
態
の
た
め
、「
如
在
例
」
を
用
い
た
と
記
さ
れ

て
い
る
。「
無
い
」
神
鏡
を
「
在
る
」
と
見
立
て
た
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
時
代
が
や
や
遡
る
が
、
寿
永
二
年
八
月
十
五
日
に
後
白
河
院
の

仰
せ
に
よ
っ
て
提
出
さ
れ
た
藤
原
俊
経
に
よ
る
勘
文
が
『
大
日
本
史
料
』

所
収
の
『
伊
呂
波
字
類
抄
』「
神
璽
鏡
剣
等
事
」
に
収
め
ら
れ
て
お
り
、

そ
こ
に
は

今
案
、
神
璽
鏡
剣
者
、
天
照
大
神
賜
二

皇
孫
天
忍
穂
耳
尊
一

永
為
二

天

璽
一

、（
中
略
）
而
事
不
レ

図
令
二

縦
散
失
一

、
神
若
為
レ

神
其
宝
蓋
帰
（
中

略
）
天
照
大
神
幽
居
之
時
、
依
二

諸
神
之
祷
一

即
出
二

天
一

磐
戸
、
天
神

之
誉
祈
謝
出
馬
可
レ

知
者
歟
云
々

と
あ
っ
て
、
天
岩
戸
神
話
を
引
き
つ
つ
、「
神
璽
鏡
剣
」
は
た
と
え
離
れ

た
と
し
て
も
、
自
ず
と
天
皇
の
も
と
に
戻
っ
て
く
る
と
い
う
考
え
方
が
記

さ
れ
て
お
り
、
神
鏡
還
御
の
祈
り
に
は
、
こ
う
し
た
思
想
が
背
景
に
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

元
暦
の
御
神
楽
に
限
っ
て
言
え
ば
、
石
清
水
社
で
の
御
神
楽
に
神
鏡
還

御
の
祈
り
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
合
わ
せ
る
こ
と
で
、「
如
在
」
の

内
侍
所
へ
の
祈
り
を
行
い
得
た
と
も
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
さ

ら
に
、
内
侍
所
の
天
皇
守
護
の
側
面
を
踏
ま
え
れ
ば
、
こ
の
時
の
内
侍
所

御
神
楽
が
、
伊
勢
の
神
宮
へ
の
遙
拝
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。そ
れ
は
翻
っ
て
、内
侍
所
御
神
楽
の
本
来
的
な
意
義
が
、

神
鏡
を
通
じ
た
伊
勢
へ
の
祈
り
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
と
も
い
え
る（

（3
（

。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
伊
勢
神
宮
祭
祀
と
の
関
係
、
或
い
は
伊
勢
へ
の
奉

幣
や
公
卿
勅
使
を
視
野
に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
紙
幅
の
関

係
も
あ
る
の
で
別
稿
に
譲
る
こ
と
と
し
た
い
。

　

内
侍
所
が
都
外
に
出
る
例
は
、
先
述
の
よ
う
に
当
初
は
福
原
行
幸
が
語

ら
れ
る（

（3
（

が
、
平
家
西
下
以
降
は
こ
の
例
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
元
暦
の
御

神
楽
は
あ
く
ま
で
異
例
の
も
の
と
い
え
、
そ
の
後
の
内
侍
所
の
取
扱
い
の

指
標
と
し
て
影
響
を
与
え
た
こ
と
が
窺
え
る
。
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お
わ
り
に

　

以
上
、
甚
だ
雑
駁
で
は
あ
る
が
、
内
侍
所
臨
時
御
神
楽
に
つ
い
て
考
え

て
き
た
。当
該
御
神
楽
が
寛
弘
の
火
災
以
前
に
も
斎
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

臨
時
御
神
楽
は
恒
例
御
神
楽
へ
と
繋
が
る
流
れ
と
、
そ
れ
を
補
完
す
る
形

で
の
臨
時
御
神
楽
の
流
れ
と
が
あ
る
こ
と
、
御
神
楽
に
は
斎
行
要
件
と
し

て
の
「
御
願
」
が
根
底
に
あ
り
「
何
に
よ
っ
て
斎
行
す
る
か
」
は
天
皇
の

主
体
性
が
介
在
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
一
方
で
神
鏡
の
神
験

に
関
わ
る
奉
遷
の
御
神
楽
に
関
し
て
は
、
あ
る
べ
き
状
態
が
失
わ
れ
て
い

る
と
い
う
点
で
緊
急
性
を
有
す
る
も
の
で
あ
り
、災
害
の
た
び
に
行
わ
れ
、

そ
れ
が
頻
発
し
た
時
代
状
況
も
相
俟
っ
て
一
種
の
「
恒
例
化
」
が
な
さ
れ

た
が
、
要
素
は
薄
く
な
っ
た
も
の
の
「
御
願
」
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
た
。

　

そ
の
上
で
、
非
常
時
に
際
す
る
院
の
「
御
願
」
に
よ
る
斎
行
例
も
見
ら

れ
、
平
家
西
下
後
の
都
で
は
神
鏡
不
在
時
に
神
鏡
還
御
の
祈
り
と
合
せ
て

「
如
在
」
と
し
て
も
行
わ
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。

　

こ
う
し
て
見
て
い
く
と
、
斎
行
要
件
と
な
る
「
御
願
」
は
前
例
を
踏
ま

え
つ
つ
も
、
あ
る
程
度
の
振
れ
幅
の
あ
る
こ
と
が
看
取
で
き
る
。
平
安
末

期
に
お
い
て
は
院
に
よ
る
斎
行
例
も
見
出
せ
た
が
、
そ
こ
に
は
院
と
天
皇

の
関
係
、
幼
帝
の
増
加
な
ど
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
。

　

臨
時
御
神
楽
が
恒
例
化
後
も
続
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
目
的
に

よ
っ
て
恒
例
御
神
楽
を
補
完
す
る
形
で
の
使
い
分
け
が
な
さ
れ
て
い
る
と

言
え
、
天
皇
の
「
内
侍
所
」
へ
の
信
仰
の
篤
さ
の
一
端
を
垣
間
見
る
も
の

で
あ
る（

（3
（

。
と
く
に
平
安
末
期
、
幼
帝
に
お
い
て
は
事
実
上
斎
行
不
可
能
と

言
え
、
例
外
的
で
は
あ
る
が
、
い
わ
ば
院
の
「
御
願
」
の
斎
行
例
が
あ
る

が
争
乱
や
神
鏡
不
在
と
い
う
特
異
な
状
況
で
の
斎
行
で
あ
る
と
と
も
に
、

世
上
あ
る
い
は
都
が
乱
れ
る
可
能
性
に
鑑
み
れ
ば
、
広
義
に
お
い
て
、
疫

病
に
際
す
る
世
の
中
の
安
定
や
玉
体
の
安
穏
を
祈
る
御
神
楽
と
同
義
と
も

言
え
る
。
御
神
楽
の
願
意
と
し
て
は
、
院
主
導
で
は
あ
り
つ
つ
も
本
来
の

御
神
楽
の
範
疇
を
逸
脱
し
て
い
な
い
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
の
こ

と
は
翻
っ
て
、
天
皇
に
と
っ
て
の
内
侍
所
の
重
要
性
が
表
れ
て
い
る
と
言

え
る
。

　

な
お
、今
回
は
臨
時
御
神
楽
の
流
れ
の
身
に
着
目
し
て
考
察
を
試
み
た
。

内
侍
所
御
神
楽
に
は
伊
勢
と
の
関
係
や
、
臨
時
祭
奉
幣
な
ど
に
よ
る
天
皇

の
「
御
願
」
そ
の
も
の
を
も
踏
ま
え
た
上
で
の
、
恒
例
十
二
月
の
御
神
楽

の
御
神
楽
も
含
め
、
天
皇
祭
祀
権
の
中
で
の
位
置
付
け
に
つ
い
て
も
考
え

る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
内
侍
所
祭
祀
そ
の
も
の
の
性
格
に
も
つ

な
が
る
事
で
あ
り
、
今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。
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註（
１
）	『
本
朝
世
紀
』
天
慶
元
年
（
九
三
八
）
七
月
十
三
日
条
。
同
史
料
の
史
料
性
に
つ

い
て
は
、
宮
地
直
一
「
内
侍
所
神
鏡
考
」（『
神
道
史
学　

第
一
輯
』
国
民
信
仰
研

究
所
、
昭
和
二
十
四
年
六
月
）、
渡
部
眞
弓
「
神
鏡
奉
斎
考
」（『
神
道
史
研
究　

三
八
─
二
』
神
道
史
学
会
、
平
成
二
年
四
月
）

（
２
）	『
春
記
』
長
久
二
年
九
月
二
十
八
日
条

（
３
）	

藤
森
馨『
古
代
天
皇
祭
祀
と
神
宮
祭
祀
』（
吉
川
弘
文
館
、平
成
二
十
九
年
十
一
月
）、

岡
田
莊
司
『
事
典　

古
代
の
祭
祀
と
年
中
行
事
』（
吉
川
弘
文
館
、
平
成
三
十
一

年
二
月
）

（
４
）	

松
前
健
「
第
二
章　

内
侍
所
御
神
楽
の
成
立
」（『
松
前
健
著
作
集　

第
四
巻　

神

と
芸
能
』
お
う
ふ
う
、
平
成
十
年
一
月
十
五
日
）

（
５
）	

中
本
真
人
「
第
二
部
第
二
章　

内
侍
所
御
神
楽
成
立
の
前
後
─
尾
張
兼
時
考
─
」

（『
宮
廷
御
神
楽
芸
能
史
』
新
典
社
、
平
成
二
十
四
年
十
月
四
日
）

（
６
）	

斎
木
涼
子
「
十
一
世
紀
に
お
け
る
天
皇
権
威
の
変
化
」（『
古
代
文
化
』
第
六
〇
巻

第
四
号
、
財
団
法
人
古
代
学
協
会
、
平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
日
）

（
７
）	

な
お
、『
一
代
要
記
』「
一
条
院
」
の
長
保
四
年
（
一
〇
〇
二
）
に
は
、「
五
月
五

日
最
勝
講
始
行
之
内
侍
所
御
神
楽
始
之
」
と
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
記
述
の
ほ
か
、

例
え
ば
日
記
な
ど
の
同
時
代
的
な
史
料
に
は
管
見
の
限
り
記
述
が
見
ら
れ
な
い
。

（
８
）	『
日
本
紀
略
』
長
保
元
年
六
月
十
四
日
条

（
９
）	『
本
朝
世
紀
』
長
保
元
年
六
月
二
十
七
日
条

（
10
）	

ま
た
一
方
で
、
神
鏡
が
里
内
裏
か
ら
新
造
内
裏
に
移
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
奉
遷

の
際
に
「
霊
験
」
が
確
認
さ
れ
た
天
慶
元
年
の
故
事
に
鑑
み
れ
ば
、
奉
遷
に
伴
う

御
神
楽
の
古
い
例
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
11
）	『
小
右
記
』
天
徳
四
年
九
月
二
十
四
日
条
な
ど

（
12
）	『
春
記
』
長
久
二
年
九
月
二
十
八
日
条

（
13
）	『
小
右
記
』
寛
弘
二
年
十
二
月
十
日
条

（
14
）	『
春
記
』
長
暦
二
年
十
二
月
十
日
条

（
15
）	『
春
記
』
同
年
同
月
二
十
八
日
条

（
16
）	

中
本
真
人
『
宮
廷
御
神
楽
芸
能
史
』（
新
典
社
、
平
成
二
十
四
年
十
月
四
日
）

（
17
）	

同
年
十
一
月
十
七
日
に
は
内
裏
が
焼
亡
し
て
い
る
（『
小
右
記
』
な
ど
）

（
18
）	『
日
本
紀
略
』
寛
仁
四
年
三
月
条
「
此
春
、
人
民
患
二

疱
瘡
一

」
及
び
四
月
条
「
今

年
自
レ

春
患
二

疱
瘡
一

、四
月
殊
甚
」、『
百
錬
抄
』
同
年
条
「
今
年
、
疱
瘡
流
行
、
天

下
煩
レ

之
」

（
19
）	

玉
体
の
不
予
が
国
家
の
危
機
と
密
接
な
も
の
だ
っ
た
こ
と
が
古
代
に
お
け
る
理
解

と
し
て
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
小
林
宣
彦
「
律
令
期
神
祇
制
の
再
検
討
─
霊

験
と
祟
り
を
め
ぐ
る
神
事
の
シ
ス
テ
ム
化
を
中
心
に
」（『
國
學
院
雜
誌
』
一
一
二

─
二
、
平
成
二
十
三
年
二
月
）、
岡
田
莊
司
「
天
皇
と
神
々
の
循
環
型
祭
祀
体
系

─
古
代
の
崇
神
」（『
神
道
宗
教
』
一
九
九
・
二
〇
〇
、
神
道
宗
教
学
会
、
平
成

十
七
年
十
月
）
な
ど

（
20
）	『
左
経
記
』
寛
仁
四
年
五
月
一
日
条
、『
小
右
記
』
寛
仁
四
年
十
一
月
五
日
条

（
21
）	

石
原
の
り
子
「「『
大
鏡
』
に
お
け
る
藤
原
隆
家
─
実
仁
親
王
・
輔
仁
親
王
を
視
座

と
し
て
」（『
語
文　

八
八
』
平
成
十
九
年
六
月
）、
関
口
力
「
藤
原
隆
家
考
─
実

資
と
の
関
係
を
通
し
て
」（『
国
史
学　

一
一
五
』（
昭
和
五
十
六
年
十
二
月
）

（
22
）	『
日
本
紀
略
』
万
寿
五
年
五
月
三
日
条

（
23
）	

柳
原
家
本
『
祈
雨
日
記
』（
宮
内
庁
書
陵
部
図
書
寮
文
庫
・
柳
─
三
五
一
）

（
24
）	『
日
本
紀
略
』
万
寿
五
年
七
月
二
十
五
日
条

（
25
）	「
伊
勢
公
卿
勅
使
雑
例
」（『
続
群
書
類
従　

第
一
輯
下
』
平
成
二
十
五
年
四
月
）

（
26
）	

内
侍
所
と
戦
乱
と
の
関
係
と
し
て
、『
小
右
記
』
寛
仁
二
年
十
一
月
四
日
条
に
「
一

日
内
侍
所
両
度
鳴
〈
御
占
云
、
兵
革
事
云
々
、〉」
と
あ
り
、
内
侍
所
が
兵
革
を
知

ら
せ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

（
27
）	「
大
嘗
会
卯
日
御
記
」（
図
書
寮
叢
刊『
九
条
家
歴
世
記
録　

一
』（
宮
内
庁
書
陵
部
、

平
成
元
年
）

（
28
）	『
百
練
抄
』
文
治
元
年
四
月
二
十
五
日
条
「
戌
刻
神
鏡
璽
自
レ

鳥
羽
入
御
」、
及
び

同
月
二
十
七
日
条
「
内
侍
所
自
二

官
朝
所
一

渡
御
二

温
明
殿
一

、
自
二

今
夜
一

三
箇
日
有
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二

御
神
楽
事
一

、
神
璽
同
奉
レ

渡
也
」

（
29
）	『
玉
葉
』
寿
永
二
年
八
月
六
日
条
。
九
条
兼
実
は
継
体
天
皇
の
例
を
引
い
て
「
三

種
宝
物
」
の
な
い
状
態
で
の
即
位
を
正
当
化
し
て
い
る
。

（
30
）	

天
皇
祭
祀
と
遥
拝
に
関
し
て
は
、
岡
田
莊
司
「
公
開
学
術
講
演
会
（
平
成
三
十
年

十
一
月
十
七
日
）
古
代
と
近
代
の
大
嘗
祭
と
祭
祀
制
」（『
國
學
院
大
學
研
究
開
発

推
進
機
構
紀
要　

一
一
』
平
成
三
十
一
年
三
月
）
な
ど

（
31
）	『
百
練
抄
』
寿
永
二
年
七
月
二
十
二
日
条
「
賢
所
渡
二

御
城
外
一

無
二

先
例
一

、
可
レ

憚

哉
、（
中
略
）
福
原
行
幸
之
外
無
二

賢
所
城
外
之
例
一

」

（
32
）	

な
お
、
猪
瀬
千
尋
氏
が
中
世
の
内
侍
所
御
神
楽
に
関
し
て
斎
行
内
容
か
ら
、「
遷

幸
の
御
神
楽
」「
秋
の
内
侍
所
御
神
楽
」「
譲
国
の
御
神
楽
」「
追
討
御
祈
の
た
め

の
御
神
楽
」の
四
つ
に
区
分
し
て
い
る
。そ
れ
に
よ
れ
ば
、「
秋
の
内
侍
所
御
神
楽
」

は
永
仁
四
年
（
一
二
九
六
）
が
初
例
で
、「
譲
国
の
御
神
楽
」
に
つ
い
て
は
十
四

世
紀
末
に
な
っ
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
る 
。
少
な
く
と
も
「
追
討
御
祈
」
が
や

や
古
く
、「
遷
幸
」が
よ
り
古
い
例
で
あ
り
、中
世
に
も
続
い
て
い
っ
た
と
と
も
に
、

斎
行
内
容
の
種
類
も
増
え
て
い
っ
た
こ
と
が
言
え
る
。（『
中
世
王
権
の
音
楽
と
儀

礼
』
笠
間
書
院
、
平
成
三
十
年
二
月
）


